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旧石器ハテナ館 

史跡田名向原遺跡 
旧石器時代学習館 
神奈川県相模原市中央区 
田名塩田 3-23-11 

℡042‐777‐6371 
平成 29年 3月１日 
【第34号】 

旧石器ハテナ館 だより 
 

尖頭器とは、主に旧石器時代に 
使われた狩猟具です。 

   
「今から五千年前の縄文人たちは、いったい  どんな生活を送っていたのでしょうか。いま  私たちが 

  忘れかけている自然とのかかわりこそが、縄文人の生活の基本となっていたことでしょう。縄文人 

 がいかに自然をうまく活用してきたか縄文食の体験も含めて考えていきたいと思います。」（案内のチラシより） 

本年度の連続講座は小薬一夫さん（県立東高根森林公園副所長）を講師に 

迎えて実施しました。（東高根森林公園は、川崎市のど真ん中にある県立の自然公園です） 

参加者はのべ24名。１回目は１月28日「縄文時代の生活について」の講義、２回目は２月４日

「縄文時代の食事を体験しよう！」でした。講義は、縄文時代の四季の生活の様々な場面に踏み込

んで、しかも明快で大変好評を博しました。２回目の体験は、縄文鍋と縄文クッキー（マテバシイ、

クリ、クルミを ①砕き、石皿で ②すりつぶし オーブンで ③焼く―写真右―）を作り、立ちのぼる「縄文   

の香り」と舌触り・味に皆さんの顔は、終始ほころんでいました。   

                         参加者の感想               

(意外にグルメだったのか なァ … 縄文の人たち)  縄文鍋を食べ 第一 に 

こう 感じました。会場は なごやか。和気藹々 そのものでこんなに楽しい 

講座は（私 たくさんの講座に参加してきましたが ……）初めてでした。 

 平成28年度、旧石器ハテナ館は縄文時代の「顔」をテーマにいくつか

のイベントを行って来ました。平成 29年１月 21日（土）から始まった

ミニ展示も、「かお・カオ・kao 顔がいっぱい！ ～縄文の人たちは、

顔にどんな思いを込めたのか～」と題し、ハテナ館近隣の遺跡から出土

した「土偶の顔」や「土器についた顔の形をした取っ手」を紹介しなが

ら縄文時代に親しんでいただくことが目的になっています。「縄文時代ク

イズ」や「土偶顔ハメ」、「土偶ぬりえ」など小さなお子さんたちにも楽

しく縄文時代を学んでいただける工夫がたくさんあります。      

 

 展示品をいくつかご紹介しますと、当麻遺跡で見つかった小さ

な土偶は表と裏に顔があり、お母さんと子どもを表現したのでは

ないかと考えられています。大地開戸遺跡で発掘の「ふくろう」

の形をした取っ手や川尻中村遺跡で出土した鉢巻をしているよ

うに見える土偶（通称ハッチ）などユニークな物もあります。身

体のどこかが欠けているのは、身代わりとして壊すことで災いを

防いだからという説があります。表情ゆたかな「顔」の展示は３

月20日（月・祝）までです。ぜひ、皆さんでお出かけください。 

かお・カオ・kao  企 画 展 (ﾐﾆ展示)  好評・開催

連続講座・開催 縄文スローライフ 
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